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「送る時」

片岸法恵

Norie KATAGISI 

1 .制作目的

私は、日常活ーをテーマとして11m作を続けている。常に感じていることは 「着物に興味はあるが、

手入れにH寺問と手間がかかる」と敬遠されがちである事、高価な事である。 しかし、体型が極端

に変わらなければ、多少のことは許容でき 、さらに洋服のような流行に よる変化は小さく、 親 ・

子 ・孫と代々受け継いでゆける物である。

日常滑と して着る事が非常に少なくな っているが、 3世馴れると、不便は感じない。

この様な ことを踏まえ、も っと多く の人に着物の良さを見直し、日常若として着てもらうこと

を目的として、縞のおhの着尺を制作した。

糸の染色には、身近にある植物を中心に使用した。

11.デザイン

テーマ ・芽ぶきを前に訪れる別れの時をイメー ジ

幅広い年齢層に対応する縞のデザイン とする。

1l1.データ

o使用糸

経糸 ・28中7本片 (200デニール)

KJit 糸・ 玉糸

o使用成

鯨尺lτj神に56目、同羽で使用
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。 -タマネギ...・ H ・..…アルミ 媒染

.背高泡立ち草…...・H ・-・アルミ 媒染

・白 樺...・ H ・..…アルミ 媒染

緯糸・クルミ …………鉄媒染

かたぎし のりえ 本学助教授
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